
海洋ゴミについて考える

あなたにもできること（自分の生活から出るゴミを減らしましょう）

私たちの海をもっともっときれいにするには？

結 果

●路上や車から捨てられたゴミやたばこの吸い殻
●屋外のゴミ箱からあふれたゴミ
●河川敷や山中に置き去りにされたゴミ

●風や雨により河川に入り、
　最後は海岸に流れ着く

「ごみゼロ活動」ロゴマーク

県内各地の河川や海岸、街中をきれいにしようと、ボランティア活動による継続的なゴミ清掃が
行われていますが、まだまだ回収しきれない現状です。

○ゴミのポイ捨て・置き去りは法令により禁止されており、
　さらに和歌山県では「ごみの散乱防止に関する条例」を制定し、ゴミの散乱防止に取り組んでいます。

できることから少しずつ始めましょう。一人一人の小さな取り組みが、世界中の海をきれいにしていきます。

・外出中に発生したゴミを家に持ち帰って処分しましょう。
・リデュース、リユース、リサイクルの3R活動により、ゴミの発生を減らし、資源循環に取り組みましょう。
・使い捨てをなくす。例：容器は再使用できるものを選ぶ。
・包装はできるだけ少ないものを選ぶ。例：「詰め替え用」や「ばら売り」
・マイバッグ、マイボトル等を持ち歩く。

わかやまの美しい海をもっともっときれいにしましょう

スポGOMI大会申込書 必要事項をご記入の上
右記FAX番号までお送りください。FAX.073-433-1771

※ご記入いただいた個人情報は、大会の運営・連絡のみに使用し、その他の用途には使用しません。

海は生命のゆりかごであると同時に、漁業、海運、レジャーなど、私たちの生活に欠かせない場となっています。いま、
海岸に流れ着いたゴミにより、私たちの海やそこに暮らす生き物たちに様々な影響が及んでいます。かけがえのない海を
きれいにするために、私たちは何をすればいいのでしょうか？
ゴミを発生させないこと、発生したゴミはきちんと処分することが、海洋ゴミを減らすことにつながります。
どうして生活ゴミが海までたどり着くのでしょうか。例えば以下のような経路が考えられます。
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